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室戸ジオパークだよりVol.8８

浜ストレッチ&ビーチクリーン

佐喜浜尾崎海岸で開催中の人気プログラム「浜ストレッチ」。今年はそのイベントに室戸ジオパークが連
携することになり、海岸清掃に協力していただける方の参加費の一部をジオパークが負担することになりま
した。2021年から国連海洋科学の10年と題して、海の環境や生態系を守るアクションが活発化しています。
地域の海を守る活動が浜ストレッチにプラスされ、ますます素敵なプログラムになりました。

今年度は下記の予定で浜ストレッチ＆ビーチクリーンを実施します。天候などにより変更になる可能性が
あります。常に下記に記載しているQRコードから、開催情報を確認してください。

実施日 関連するジオパークイベント

6月5日（日） 国際環境の日(6/5)

7月10日（日）

9月11日（日） 国際清掃の日(9/19)

10月30日（日） 地質多様性の日(10/6)

11月27日（日） 国際山の日(11/20)

12月11日（日） 日本ジオ認定記念日（12/8)

翌年3月26日（日）

開催情報や参加料金に関しては、「Dance & Art スタ
ジオ プエルト」のfacebookページで確認できます
（下記QRコードからアクセス）。
※室戸ジオパーク推進協議会への問合や受付対応は致
しかねますので、あらかじめご了承ください。

浜ストレッチ中 ストレッチ後はゴミ拾い おいしいブランチも

室戸岬清掃活動

4月22日のアースデーに、室戸岬の清掃活動を実施しました。新たな
取り組みとして、清掃前に10分間、「ゴミの見方が少し変わる話」を室
戸市役所まちづくり課地域プロジェクトマネージャーの遠枝澄人さんに
していただきました。今回は「建築廃棄物」についてのお話でした。日
本では新築の家が好まれますが、国によっては一つの家をリノベーショ
ンしながら住み続けるのが当たり前の地域もあります。丹精込めて作ら
れた家に、できるだけ長く住み続けて欲しいという吉良川の町並みの大
工さんの話の紹介もありました。
また、室戸ジオパーク推進協議会から柿崎専門員によるジオパークに

ついての解説も行われ、室戸の大地の成り立ち等について学びました。
ただの清掃活動ではなく、清掃を通じて地域の可能性が広がる場にし

ていけたらと思います。

遠枝マネージャーによるお話 柿崎専門員による解説
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4月11日に四万十市立西土佐中学校のみなさんと、サ
イクリングツアーを行いました。山と川に囲まれた地域
で暮らす生徒たちにとって室戸の自然環境は新鮮で、サ
イクリング中に見える空と海に「きれい！」と声を上げ
るシーンも。
まず立ち寄ったのは、道中にあるアクアファームです。

海洋深層水について学ぶ生徒たちの目線は、タッチプー
ルにくぎ付け。海洋深層水と一緒に吸い上げられた、カ
サゴやヌタウナギなどの深海生物と触れあいました。
最終目的地の室戸岬ガイドでは波の音に耳を澄ませた

り、岩に登ったり、アコウの木に触れてみたりと、五感
を使って室戸の自然を満喫している様子でした。

サイクリングツアー（四万十市西土佐中学校）

参加をご希望の方は、室戸ジオパーク推進協議会までご連絡ください。
電話 : 0887-22-5161 メール：info@muroto-geo.jp

“海の資源を守り、
大切に使おう。”

新村遊歩道清掃活動 6月5日（日）9:00~10:00

ワークシートの問題にチャレンジ！
★前回のジオパークだよりでご紹介した、ジオパークガイドの
ワークシートの内容を詳しく見ていきましょう！

【初級編】
問１．室戸岬と行当岬のシマシマの地層はどこが違う？
問２．室戸岬と行当岬の地層の曲がり方の違いは何？

問3．「行当岬の地層はどちら側が上？」については、次回ジオ
パークだよりにて詳しく解説します。

ワークシートの問題にチャレンジ！解説（室戸市観光ガイドの会）

室戸岬と行当岬で見られる地層を見比べてみると、どち
らも白っぽい砂岩と黒っぽい泥岩でできているのが分かり
ます。では、その比率はどうでしょうか。河川の下流近く
には比重の重い砂が多くたまり、沖に広がるにつれて比重
の軽い泥が広がっていきます。室戸岬で見られる砂岩の層
は行当岬よりも分厚くなっていることを考えると、土砂を
運んできた混濁流の上流側で溜まったのが室戸岬、下流側
で溜まったのが行当岬と考えることができます。
室戸岬では折れ曲がったストライプ状の地層が特徴的で

す。一方、行当岬ではぐにゃぐにゃカーブを描くような地
層が見られます。室戸岬の地層がプレートの動きによって
ベルトコンベアの様に陸側に押し付けられて、地層全体が
折れ曲がったのに対し、行当岬ではまだ柔らかい地層の一
部がズレ落ちたことで地層が細かく変形しました。
同じ成分でできた地層でも、地層ができる過程によって

見た目にも大きな違いをもたらしています。
ぜひ実際にサイトに行って、確認してみてくださいね。

行当岬

室戸岬

タッチプールに夢中な生徒たち
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